＜別紙1＞

『図書館チューター制度』実施要領
1. 制度の目的

1 主として基礎教育科目及び導入教育に関連する科目の受講生を対象として、図書館を活用した情報収集および活用方法の習得を支援する。

※図書館チューター制度は基礎教育科目のSA制度（教員の指導補助としての役割）とは違い、授業時間外に予習・復習、レポートなど学習に不可欠な資料の検索、収集方法および入手した情報の活用方法について、学生本人が習得することをサポートする制度です。

例：図書館での資料の探し方、データベースの利用方法および入手した情報の活用方法を学ぶ。
2 チューター(学生補助者)が受講生の相談役となり、受講生本人が自ら考えて学ぶ学修活動をサポートをする。

2. 対象　　
原則として基礎教育科目および導入教育に関連する科目

3. 制度の概要  
1 授業科目担当教員が担当科目について図書館チューター(以下、チューター)を指名する。
チューターとは担当教員により指名され指定科目の支援を行う学生補助者で、大学院生または学部3・4年生が望ましい。人数の目安は15～20人クラスでチューター1名。

2 チューターは指定された曜日・時間帯に図書館で待機して、対象学生を指導する。

3 図書館はチューターに所定の報酬を支払う。
4 図書館はチューターに対して以下の支援を行う。

· 利用目的(課題)にあわせた図書館の活用方法、データベース検索等のオリエンテーショ　ンを行う。
· チューターの活動に必要な場所設備等を用意する。
※館内全体の円滑な利用状況を維持するため、対象学生の人数や活動内容及び、開催日時等については別途ご相談ください。

· 業務のために必要な準備(事前の資料調査、参考資料の収集等)のサポートをする。

※チューターが対象受講生に配布する資料等は授業科目ご担当の先生方でご準備ください。

· 受講生からつまずいている点や悩みを引き出すための質問方法、アドバイスの仕方について指導します。
· 受講生、チューター、教員の情報共有のために質問・情報交換用のメーリングリストを構築します。　
※メーリングリストの利用目的は、チューター、教員、図書館職員の情報共有のためです。チューターの勤務報告から、受講生の授業の理解度が判り、授業に反映させることができるという効果も期待できます。

4. 利用時間（開催時間）について
1 原則として月曜～金曜の9時～17時の時間内。ただし図書館職員の支援が必要でない場合は図書館の開館時間内とする。
2 勤務シフトについては教員、チューター、図書館職員で事前に打合せを行い決定する。
※事前打合せの時間は20～30分程度です。
3 必要に応じて期間中にチューター、教員、図書館職員でミーティングを行う。
5. 給与と支払手続き及び方法について
· 時給：学部学生900円、大学院生940円　（図書館予算から支出）
· 支払方法：口座振込（採用時に口座登録。毎月末〆、翌月20日振込）。
· 支払手続き：毎月末、「勤務実績報告書」を授業科目担当教員の確認捺印の上、図書館に　　　　　　　　　　提出いただきます。
6. 実施期間   　各年度の授業実施期間
7. 実施場所　　 図書館内（グループ学習室他）

8. 提出物　　　 「学生アシスタント（図書館チューター）採用報告書」（別紙2）
　　　　　　　※申込者が太枠内を記入し、捺印の上、提出すること
　　　　　　　※振込先口座の通帳、又はキャッシュカードのコピーを添付すること（継続採用で変更がない場合は不要）
9. 提出期限  　 勤務開始希望日の4週間前まで
※コロナ禍の状況によっては、オンライン等通常とは異なる運用を事前に協議させていただく可能性がございます。
10. 問合せ　　　図書情報課　担当：井出 (内線3411　lib-srv@seinan-gu.ac.jp)
■実施の流れ
1 授業科目担当教員によるチューター指名
2 授業科目担当教員から図書館へ「学生アシスタント（図書館ﾁｭｰﾀｰ）採用報告書」（別紙2）提出
3 教員と図書館で事前打合せ
4 人事課からチューターへメールにて給与振込先等登録依頼
5 図書館からチューターへオリエンテーションを実施（必要があれば教員も参加）
6 チューター勤務開始
7 【毎回】チューターからメールにて業務報告提出（必要があれば教員から返信）
8 【毎月】チューターが記載した「勤務実績報告書」に教員が押印
9 【毎月】「勤務実績報告書」に基づき、給与支払い（銀行振込）
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